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この度伝統ある日本創傷治癒学会の理事を拝命することになりました。自
分の持てる力を発揮して学会の発展に微力ながら貢献できればと存じます。
私はアメリカ留学時代に幹細胞研究に携わったのですが、帰国して1年後

に日本医科大学形成外科に入ったところ、循環器内科の宮本正章先生（当学
会監事）が自家骨髄細胞による下肢血管再生治療を開始させるところでし
た。言うまでもなく最重症下肢虚血の患者は足壊疽合併しており、同じ幹細
胞研究をしている者ということで必然的に患肢温存治療に携わることにな
り、本格的に創傷治癒に造詣が深くなっていきました。その後も他施設との
共同臨床研究、自らのライフワークである脂肪組織幹細胞の創傷治癒促進
効果と機序解析などを進めました。2010年現在の順天堂大学に異動してか
らは田中里佳先任准教授を筆頭に再生医療を含めた多職種連携による医
療を提供しています。
　もちろん創傷治癒とは慢性創傷に対するだけではなく、いかなる外科

手術においても合併症なく、そして瘢痕を残さないため、外科医は常に留意
しなくてはならない学問です。これまでの経験をもとに一層尽力したく、御指
導御鞭撻のほどお願い申し上げます。

水 野  博 司

日本創傷治癒学会理事を拝命して

理事を拝命し、至極光栄に存じます。本学会と創傷看護学の発展のために
微力ながら尽力いたす所存でございます。
創傷看護学について思うことは、看護職にとってケアをする頻度の高い創

傷にはガイドラインやベストプラクティスが以前より刊行されています。しか
し、看護師はそれらの創傷ケアに苦慮することがあります。このような場合、
皮膚・排泄ケア認定看護師(以下、WOCN)へ看護支援を求め、相談先を探し
ますが容易ではありません。また、相談先が確保できても、相談内容が相手
の端末等に残るという情報管理上の問題があります。一方、ストーマ周囲皮
膚障害では、これらの問題を解決する支援体制を整備したアプリケーション
があります。今後は、褥瘡などの創傷についてもICT(情報通信技術)を活用し
て、看護師誰もが最良なケア提供ができるために必要時には看護支援が受
けられる体制整備が必要です。
今後、私はこの体制整備の実現に向けて取り組み、創傷看護学に貢献して

参る所存でございます。ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。



JSWH NEWS LETTER
日 本 創 傷 治 癒 学 会 ニ ュース

© 2019 Japanese Society for Wound Healing

販売名：V.A.C.Ulta治療システム
医療機器承認番号：22900BZX00204000

NOTE: Specific indications, contraindications, warnings, precautions and safety information exist for KCI 
products and therapies. Please consult a clinician and product instructions for use prior to application.  
©2015, 2018 KCI Licensing, Inc. All rights reserved. Unless otherwise designated, all trademarks are proprietary to KCI Licensing, Inc., 
its affiliates and/or licensors.PRA-PM-JP-00012 (05/18)
ⓇはKCIの登録商標です。

V.A.C. VERAFLO® Therapy
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V.A.C.ULTA® 治療システム

more granulation
Lessing MC, et al. Negative Pressure

Wound Therapy With Controlled Saline
Instillation (NPWTi): Dressing Properties
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